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１．貿易収支は 2 ヵ月ぶりに改善 

貿易統計 07 年 8 月～貿易収支は 2 カ月ぶりに改善 
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財務省が 9 月 26 日に公表した貿易統計によると、8 月の貿易黒字は 7,432 億円（前年比

287.6％）となり、事前の市場予想（ロイター集計：2,428 億円、当社予想は 1,678 億円）

を大きく上回った。貿易収支は 2ヵ月ぶりに前年よりも改善した。 

輸出価格は、円高進展の影響もあって前年比 5.9％と 7月の同 9.0％から伸びが低下した

が、米国向け輸出の落ち込み幅縮小などから、輸出数量が前年比 8.2％と 7月の同 2.5％か

ら伸びが大きく高まったため、輸出金額

した。 

一方、輸入価格は前

は前年比 14.5％と 7月の同 11.8％から伸びが拡大
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：同 17.0％）と引き続き二桁の伸び

を維持したが、輸入数量が前年比▲

5.6％とマイナス幅が拡大した（7月：

同▲0.1％）ため、輸入金額は前年比

5.7％と 3 ヵ月ぶりに一桁の伸びにと

どまった。 
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２．自動車輸出の伸びが再拡大 

輸出の内訳を見ると、IT 関連品目では、科学光学機器は前年比▲7.6％と引き続き減少と

なったが、コンピューター（同 8.4％）、半導体電子部品（同 6.7％）、通信機（同 135.6％）

等が増加し、全体では堅調な動きとなった。国内の電子部品・デバイスの在庫は依然とし

て高水準にあるものの、出荷・在庫バランスは改善に向かっている。IT 関連輸出の増加は

在庫調整の進展を後押しする要因となろう。 

自動車輸出は前年比 22.0％と 7 月の同 12.8％から伸び率が大きく高まった。7 月に前年

比▲1.3％の減少となっていた米国向けが同 8.1％と増加に転じたほか、EU 向け（7 月：前

年比 15.7％→8月：同 36.0％）、アジア向け（7月：同 21.3％→8月：同 42.8％）も伸び率

が大幅に拡大した。 

7 月の自動車輸出は、新潟県中越地震に伴う国内減産の影響で伸びが大きく鈍化したが、

8 月には伸びが再拡大した。8 月の貿易統計で、地震の影響が短期間で終息したことが確認

されたことから、7 月に大幅な減産となった国内の自動車生産も、8 月には大幅な増産とな

ったことがほぼ確実と言えよう。 
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３．米国向け輸出が持ち直し 

輸出数量を地域別に見ると、アジ

ア向けは前年比 13.0％（7 月：同

10.6％）、EU 向けが前年比 4.6％（7
月：同 2.6％）と伸びが高まったこと

に加え、大幅な落ち込みが続く米国

向けも前年比▲5.2％（7 月：同▲

10.4％）と持ち直した。 
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研究所による季節調整値）を 4-6 月
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期と比べると、米国向けが 5.0％、EU 向けが▲2.6％、アジア向けが 2.1％、全体では 2.5％
となった。 

4-6 月期の外需は輸出の減速から、前期比 0.0％（寄与度）とほぼ横ばいにとどまったが、

アジア向けの好調、米国向けの持ち直しにより、輸出の増加基調が維持されていることに

加え、輸入の伸び悩みが続いていることから、7-9 月期の外需は成長率を押し上げる方向に

働く可能性が高まってきた。 
ただし、米国経済は、住宅投資の悪化、個人消費の伸び悩みなどから、減速傾向が続く

可能性が高く、米国向け輸出の急回復は見込みにくい状況にある。今後、輸出が再加速し、

景気の牽引役となることはあまり期待できないだろう。 
 

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、

本誌は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものでもありません。 
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